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議長に石川英之氏、副議長に岩田玲子氏を選出  
議会選出監査委員は小出義一氏

令和７年第４回臨時会にて就任

監査委員（議会選出）

小 出　 義 一
議　長

石 川　 英 之
副議長

岩 田　 玲 子

議長就任挨拶
（YouTube）

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

市
民
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
、半
田
市
議

会
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、令
和
７
年
第
４
回
半
田
市
議
会

臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、歴
史
あ
る
半
田
市
議

会
議
長
の
要
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。副
議
長
、監
査
委
員
と
と

も
に
力
を
あ
わ
せ
て
、そ
の
職
責
を
全
う
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

半
田
市
議
会
で
は
、議
会
の
情
報
を
市
民

の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
発
信
し
、ま
た
市
民

の
皆
様
の
声
を
受
け
止
め
て
議
会
活
動
に
反

映
で
き
る
よ
う
、議
会
広
報
誌
編
集
委
員
会
、

議
会
Ｐ
Ｒ
委
員
会
、議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
委
員
会

の
３
つ
の
委
員
会
を
設
置
し
て
取
組
ん
で
い
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
横
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
、全
議
員
が
力
を
結
集
し
て
、充
実

し
た
議
会
広
報
広
聴
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
さ
て
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、情
勢
は
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、時
代
に
あ
っ
た
議

会
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
も

歴
代
議
長
の
も
と
、議
会
改
革
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
が
、そ
の
改
革
の
流
れ
を
止
め
る
こ

と
な
く
、今
の
時
代
に
あ
わ
せ
た
改
革
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に「
信
頼
さ
れ
る
議
会
、開
か

れ
た
議
会
」を
実
現
す
る
た
め
、よ
り一層
の
議

会
改
革
を
推
進
し
、公
平・公
正
な
議
会
運
営

に
真
摯
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の一層
の
ご
理
解
、ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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 審　議　結　果 令和７年第４回臨時会（５月１４日・１５日）

■全会一致の案件
議案 

番号等 議案名　　　　　　　　　　　　 （　）内は議案の補足説明です。

議案４８ （仮称）成岩地域交流施設建設工事（週休２日）請負契約の締結について
（（仮称）成岩地域交流施設を建設するための工事請負契約を締結するもの）

議案４9 旧学校給食センター解体工事（週休２日）請負契約の締結について
（旧学校給食センターを解体するための工事請負契約を締結するもの）

議案50
財産の取得について

（災害時において、停電しても避難所となる市内小学校体育館に設置されたエアコン等が使用できるよう発電機を
購入するもの）

議案51
財産の取得について

（災害時において、ライフラインが寸断してもトイレが使用できるよう自己処理型水洗機能を備えたコンテナ型のトイ
レを購入するもの）

議案52 半田市監査委員の選任について

■その他の案件
議案 

番号等 議案名　　　　　　　　　　　　 （　）内は議案の補足説明です。

報告8 専決処分の報告について（公用車両が関係する事故の和解及び損害賠償の額の決定）

報告9 半田市土地開発公社の経営状況について

常任委員会の中間報告について（総務委員会、建設産業委員会の活動報告　※内容はP5）

特別委員会の報告について（公共空間の有効活用調査特別委員会の活動報告　※内容はP6）

常任委員会委員の選任について

議会運営委員会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について

■役員の選挙　※選挙は全て指名推薦により行われました。
議案名 選挙結果

議長の選挙について 石川 英之

副議長の選挙について 岩田 玲子

中部知多衛生組合議会議員の選挙について 伊藤 正興、山本 裕介、鈴木 幸彦、岩田 玲子
石川 英之

知多中部広域事務組合議員の選挙について 中村 和也、國弘 秀之、澤田 勝、榊原 瑞輝
岩田 玲子、石川 英之

半田常滑看護専門学校管理組合議会議員の選挙について 鈴木 英華、山田 清一、岩田 玲子、石川 英之

知多南部広域環境組合議会の議員の選挙について 田中 嵩久、麻生 七海、石川 英之
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委　
　
員

副
委
員
長

委
員
長

所
管
事
項

企
画
部
・
総
務
部
・
会
計
課
・
市
議
会
事
務

局
・
選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
事
務

局
・
公
平
委
員
会
が
所
管
す
る
事
項
／
そ
の

他
常
任
委
員
会
が
所
管
し
な
い
事
項
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
す
。

◇
総
務
委
員
会
（
8
人
）

　
石
川　
英
之

　
渡
邉　
昭
司

　
新
美　
保
博

　
坂
井　
美
穂

　
芳
金　
秀
展

　
有
留　
麻
由

　
田
中　
嵩
久

　
中
村　
和
也

委　
　
員

副
委
員
長

委
員
長

所
管
事
項

教
育
委
員
会
・
福
祉
部
・
子
ど
も
未
来
部
が

所
管
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

◇
文
教
厚
生
委
員
会
（
７
人
）

　
岩
田　
玲
子

　
沢
田　
　
清

　
加
藤　
美
幸

　
山
田　
清
一　

　
山
本　
裕
介

　
鈴
木　
英
華

　
國
弘　
秀
之

委　
　
員

副
委
員
長

委
員
長

所
管
事
項

建
設
部
・
水
道
部
・
市
民
経
済
部
・
農
業
委

員
会
が
所
管
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
す
。

◇
建
設
産
業
委
員
会
（
７
人
）

　
竹
内　
功
治

　
鈴
木　
幸
彦

　
麻
生　
七
海

　
澤
田　
　
勝

　
小
出　
義
一

　
榊
原　
瑞
輝

　
伊
藤　
正
興

氏名は5月15日現在の議席番号順に掲載

※常任委員会 : 本会議で議題となった議案などについて詳しい審査や調査をする常設の委員会です。

常任委員会の構成 令和7年第４回臨時会（５月１５日）において選任
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各
種
委
員
会
の
構
成

議
会
運
営
委
員
会
（
8
人
）

　

本
会
議
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
、協
議・

調
整
を
す
る
委
員
会

　
委
員
長　
芳
金　
秀
展

　
副
委
員
長　
山
本　
裕
介

　
委　
　
員　
中
村　
和
也
／
伊
藤　
正
興

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
英
華
／
山
田　
清
一

　
　
　
　
　
　
渡
邉　
昭
司
／
竹
内　
功
治

政
治
倫
理
審
査
会
（
8
人
）

　

議
員
が
、市
民
の
代
表
と
し
て
品
位
と
名

誉
を
損
な
う
よ
う
な
行
動
を
し
た
疑
い
が

あ
る
場
合
等
に
、政
治
倫
理
に
関
す
る
事

項
を
審
査
す
る
審
査
会

　
委
員
長　
鈴
木　
幸
彦

　
副
委
員
長　
山
田　
清
一

　
委　
　
員　
中
村　
和
也
／
伊
藤　
正
興

　
　
　
　
　
　
田
中　
嵩
久
／
澤
田　
　
勝　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
竹
内　
功
治
／
沢
田　
　
清

政
務
活
動
費
管
理
委
員
会
（
5
人
）

　

政
治
活
動
費
が
適
正
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
を
調
査
す
る
委
員
会

　
委
員
長　
渡
邉　
昭
司

　
副
委
員
長　
坂
井　
美
穂

　
委　
　
員　
中
村　
和
也
／
國
弘　
秀
之

　
　
　
　
　
　
榊
原　
瑞
輝

議
会
広
報
誌
編
集
委
員
会
（
6
人
）

　
議
会
広
報
誌
の
編
集
発
行
に
関
す
る
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
協
議
又
は
調
整
を
行
う

委
員
会

　
委
員
長　
有
留　
麻
由

　
副
委
員
長　
鈴
木　
幸
彦

　
委　
　
員　
山
本　
裕
介
／
澤
田　
　
勝

　
　
　
　
　
　
麻
生　
七
海
／
竹
内　
功
治　
　
　
　
　
　

議
会
Ｐ
Ｒ
委
員
会
（
7
人
）

　

市
民
と
の
双
方
向
の
連
携
充
実
に
関
す
る

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
又
は
調
整
を

行
う
委
員
会

　
委
員
長　
芳
金　
秀
展

　
副
委
員
長　
坂
井　
美
穂

　
委　
　
員　
中
村　
和
也
／
國
弘　
秀
之

　
　
　
　
　
　
田
中　
嵩
久
／
新
美　
保
博

　
　
　
　
　
　
榊
原　
瑞
輝

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
委
員
会
（
６
人
）

　
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
に
関
す
る
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
協
議
又
は
調
整
を
行
う
委

員
会

　
委
員
長　
山
田　
清
一

　
副
委
員
長　
沢
田　
　
清

　
委　
　
員　
伊
藤　
正
興
／
鈴
木　
英
華

　
　
　
　
　
　
加
藤　
美
幸
／
渡
邉　
昭
司

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
情
報
通
信
技
術
の
こ
と
で

Inform
ation and C

om
m
unication 

Technology

の
略
で
す
。

 

半
田
市
選
出
各
組
合
議
会

中
部
知
多
衛
生
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
常
滑
市
・
武
豊
町

　
　
　
　
　
　
伊
藤　
正
興
／
山
本　
裕
介

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
幸
彦
／
岩
田　
玲
子

　
　
　
　
　
　
石
川　
英
之

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
東
浦
町

　
　
　
　
　
　
阿
久
比
町
・
武
豊
町

　
　
　
　
　
　
中
村　
和
也
／
國
弘　
秀
之

　
　
　
　
　
　
澤
田　
　
勝
／
榊
原　
瑞
輝

　
　
　
　
　
　
岩
田　
玲
子
／
石
川　
英
之

半
田
常
滑
看
護
専
門
学
校
管
理
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
常
滑
市

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
英
華
／
山
田　
清
一

　
　
　
　
　
　
岩
田　
玲
子
／
石
川　
英
之

知
多
南
部
広
域
環
境
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
常
滑
市

　
　
　
　
　
　
南
知
多
町・美
浜
町・武
豊
町

　
　
　
　
　
　
田
中　
嵩
久
／
麻
生　
七
海

　
　
　
　
　
　
石
川　
英
之

 

議
会
選
出
各
種
委
員
等

衣
浦
港
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
委　
　
員　
伊
藤　
正
興
／
石
川　
英
之

半
田
市
都
市
計
画
審
議
会

　
委　
　
員　
中
村　
和
也
／
國
弘　
秀
之

　
　
　
　
　
　
澤
田　
　
勝
／
坂
井　
美
穂

　
　
　
　
　
　
竹
内　
功
治

阿
久
比
川
水
系
改
修
期
成
同
盟
会

　
会　
　
員　
中
村　
和
也
／
伊
藤　
正
興

　
　
　
　
　
　
榊
原　
瑞
輝
／
岩
田　
玲
子

　
　
　
　
　
　
石
川　
英
之

知
多
地
区
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
会　
　
員　
石
川　
英
之

衣
浦
大
橋
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
会　
　
員　
石
川　
英
之

半
田
連
続
立
体
交
差
事
業
促
進
期
成
同
盟
会

　
顧　
　
問　
石
川　
英
之

矢
作
川
境
川
流
域
下
水
道
推
進
協
議
会

　
会　
　
員　
石
川　
英
之

半
田
市
地
域
公
共
交
通
会
議

　
委　
　
員　
山
本　
裕
介　

　
（
氏
名
は
５
月
15
日
現
在
の
議
席
番
号
順

　
　
に
掲
載
）
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調
査
テ
ー
マ　

「
新
た
な
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て
」

　
現
在
、半
田
市
で
は
固
定
電
話
や
携
帯

電
話
、無
線
機
な
ど
を
利
用
し
て
い
ま
す

が
、今
後
、一
部
の
無
線
は
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
終
了
す
る
た
め
、当
委
員
会
で
は
新

た
な
手
段
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
ま

し
た
。　

　
ま
ず
、被
災
時
に
お
け
る
通
信
手
段
の

実
情
を
把
握
す
る
た
め
、能
登
半
島
地
震

で
実
際
に
復
旧
作
業
に
携
わ
っ
た
通
信
事

業
者
や
総
務
省
の
担
当
官
を
勉
強
会
に
招

き
、通
信
復
旧
に
お
け
る
課
題
や
最
新
技

術
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。被
災
地
で
は
、

多
く
の
携
帯
電
話
基
地
局
が
停
止
し
ま
し

た
が
、そ
の
主
な
要
因
は
基
地
局
自
体
の

被
災
で
は
な
く
、基
地
局
の
バ
ッ
テ
リ
ー
切

れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

衛
星
通
信
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
無
線
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
通
信
手
段
に
つ
い
て
も

知
見
を
得
て
、半
田
市
も
多
層
的
な
通
信

手
段
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、先
進
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
宮
崎
県
延
岡
市
、鹿
児
島
県
姶
良
市
、霧

島
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
延
岡
市
で
は
、多
層
的
な
手
段
を
活
用

し
て
お
り
、東
日
本
大
震
災
で
の
通
信
障

害
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、キ
ャ
リ
ア
回
線
が

不
通
で
も
ネ
ッ
ト
接
続
が
可
能
な「
ナ
ー
ブ

ネ
ッ
ト
」を
導
入
し
て
い
ま
し
た
。

　
姶
良
市
で
は
、情
報
発
信
側
と
受
信
側

の
情
報
格
差
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、

無
線
や
テ
レ
ガ
イ
ド
、防
災
情
報
メ
ー
ル
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
、防
災
ラ
ジ
オ
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
、多
層
化
さ
れ
た
情
報
伝
達

体
制
を
構
築
し
て
い
ま
し
た
。

　
霧
島
市
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「
き
り
し
ま
防
災
行
政
ナ
ビ
」と
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
や
個
別
受
信
機
に
よ
り
、多
面

的
な
情
報
伝
達
手
段
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
調
査・研
究
を
踏
ま
え
、以
下

の
と
お
り
提
言
を
し
ま
し
た
。

一、迅
速
か
つ
確
実
に
情
報
を
伝
達
す
る
た

め
に
、容
易
に
運
用
、管
理
が
で
き
る
機

器
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
。

一、携
帯
通
信
網
が
途
絶
し
て
も
確
実
に
繋

が
る
無
線
な
ど
の
活
用
を
進
め
、イ
ン

フ
ラ
障
害
時
に
お
け
る
通
信
途
絶
の
リ

ス
ク
を
低
減
す
る
よ
う
取
組
む
こ
と
。

一、既
存
の
通
信
回
線
や
設
備
を
最
大
限
活

用
で
き
る
運
用
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
。

一、平
時
か
ら
活
用
で
き
市
民
の
利
用
促
進

に
も
繋
が
る
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
な
情
報

手
段
の
活
用
を
進
め
る
こ
と
。

一、災
害
発
生
直
後
か
ら
時
間
経
過
に
応
じ

て
変
化
す
る
通
信
環
境
に
対
応
で
き
る

よ
う
S
N
S
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

よ
り一層
活
用
し
た
多
層
的
な
情
報
伝

達
手
段
の
構
築
に
努
め
る
こ
と
。

一、半
田
市
が
被
災
状
況
を
よ
り
正
確
に
把

握
で
き
る
よ
う
、自
治
区
単
位
で
の
情

報
伝
達
訓
練
を
推
進
し
、災
害
発
生
時

の
初
動
対
応
力
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

　
結
び
に
、市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る

た
め
、迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
手
段
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、関
係
機
関
や
市

民
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、地
域
に

根
ざ
し
た
情
報
伝
達
手
段
の
体
制
構
築
に

努
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
調
査
テ
ー
マ　

「
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
市
内
の

機
運
醸
成・協
働
体
制
の
仕
組
み
づ
く
り

の
強
化
に
つ
い
て
」

　

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
循
環
型
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、市
民一人
ひ
と
り

の
実
践
に
向
け
た
意
識
改
革
が
重
要
で
す
。

行
政
、市
民
、事
業
者
が
そ
の
力
を
活
か
し
、

ど
の
よ
う
に
前
進
さ
せ
て
い
く
べ
き
か
を

協
議
し
、機
運
醸
成・協
働
体
制
の
仕
組
み

を
中
心
に
調
査
研
究
し
ま
し
た
。

　

先
進
地
の
徳
島
県
徳
島
市
と
上
勝
町
、

香
川
県
坂
出
市
を
視
察
し
、兵
庫
県
姫
路

市
に
は
リ
モ
ー
ト
視
察
を
、神
奈
川
県
横

浜
市
及
び
豊
橋
市
に
は
文
書
に
よ
る
照
会

を
実
施
し
、次
の
よ
う
に
提
言
し
ま
し
た
。

循
環
型
社
会
に
向
け
た
市
内
の
機
運
醸
成

に
つ
い
て 

一、循
環
型
社
会
に
貢
献
す
る
企
業
と
包
括

連
携
協
定
を
結
び
、子
ど
も
の
時
か
ら

循
環
型
社
会
を
学
べ
る
機
会
を
創
出
す

る
こ
と
。

一、資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
先
と
処
理
費
用
を

明
示
す
る
こ
と
で
市
民
の
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ロ
セ
ス
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

一、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
還
元
策
を
創
設
す
る
こ
と
。

一、リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を
募
集

す
る
な
ど
、市
民
が
気
軽
に
取
組
み
た

く
な
る
仕
掛
け
を
作
る
こ
と
。

一、協
定
を
締
結
し
て
い
る
㈱
Ｍ
ｉｚ
ｋａｎ

と
共
に
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
平
リ
サ
イ

ク
ル
の
取
組
み
を
、ご
み
の
分
別
の
意

識
の
醸
成
に
繋
げ
る
こ
と
。

一
、個
人
が
直
接
、循
環
型
社
会・脱
炭
素

に
貢
献
で
き
る
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
、

国
産
Ｓ
Ａ
Ｆ
な
ど
の
原
料
と
し
て
の
廃

食
油
の
回
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
す

る
こ
と
。

一
、バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
と
し
て
の
強
み

を
活
か
し
、家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を

「
メ
タ
ン
発
酵
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
」に
活

用
す
る
こ
と
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

一、「
資
源
を
持
ち
込
む
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
れ
る
、楽
し
み
を
見
つ
け
る
た

め
の
場
所
」に
な
る
よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
構
想
、設
計
を
行
う
こ
と
。

一
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
音
声
コ
ー
ド
等
の
活
用

も
含
め
た
多
言
語
で
の
掲
示
物
を
取
入

れ
る
こ
と
。

循
環
型
社
会
に
向
け
た
協
働
体
制
の
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て

一
、全
て
の
事
業
に
お
い
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
視
点
を
取
入
れ
た
施
策
を
推
進
で
き

る
全
庁
的
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

一、食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
市
民
や
事
業
者
の

理
解
促
進
の
た
め
、マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
市
内
展
開
を
検
討
す
る
こ
と
。

一、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
結
び
つ
け
、若
者
を
中
心
に

共
感
し
て
も
ら
い
、市
民
団
体
や
企
業

か
ら
新
た
な
事
業
が
提
案
さ
れ
る
環
境

を
作
る
こ
と
。ま
た
、行
動
を
起
こ
す
人

か
ら
新
た
な
層
に
魅
力
を
広
げ
て
も
ら

う
こ
と
を
視
点
に
置
く
こ
と
。

　
結
び
に
、
こ
れ
ら
提
言
を
実
現
し
、
循

環
型
社
会
に
向
け
て
一
人
ひ
と
り
の
意
識

を
変
え
て
い
く
こ
と
を
切
に
お
願
い
し
ま

す
。

（要旨）

総

務

委

員

会

活

動

報

告

（要旨）

建
設
産
業
委
員
会

活

動

報

告



会派などの紹介

半田市議会

会派とは…
同じ志や政策を持つ2人以上の議員の
グループのことです。

代表／山田清一

代表／渡邉昭司

無所属 無所属 無所属

代表／中村和也

代表／伊藤正興
チャレン

ジはんだ

創造み
らい半

田

公明党 つなぐ
未来

　半田市議会基本条例は、「議員は議会活動を行うため、会
派を結成することができる。」と定めています。
　会派は政策を中心とした同一の理念を共有する２人以上
の議員で構成され、市長に対し、政策立案及び政策の提言
をすることができます。
　各会派は、議会運営、政策立案等に関して、積極的に他
の会派と調整を行い、合意形成できるよう努めています。
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月
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☆
月
３

月
４
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☆
月
６

月
７

 

☆
月
８

月
９

 

☆

10
月

11
月 

☆

12
月

）
議
審
の
案
議
（会
時
臨
月
３

）
問
質
般一
・表
代、
議
審
算
予
の
度
年
新・
案
議
（会
例
定
月
３

）
等
挙
選
員
役
た
し
と
め
始
を
長
議
副・
長
議
（会
時
臨
月
５

）
問
質
般一
、
議
審
の
案
議
（会
例
定
月
６

）
議
審
の
案
議
（会
時
臨
月
８

　
　
　
　
　

 　

）
問
質
般一
、
査
審
算
決
の
度
年
前・
案
議
（会
例
定
月
９

　

 　

12

）
問
質
般一
、
議
審
の
案
議
（会
例
定
月

◎市議会では年間を通じて市民への広報活動を行っています。☆印は「はんだ市議会だより」の発行月

※半田市議会以外、近隣の市町で構成される組合議会などにも出席しています。

　半田市議会は、年４回定期的に開かれる「定例会」と必要に応じて開かれる「臨時会」があります。
また、議員は所属する委員会において様々な活動を行っています（※総務・文教厚生・建設産業の
３つの常任委員会と議会運営委員会、特別委員会は、それぞれ６月に調査テーマを定め、市への提言
に向けた調査等を行っています）。

半田市議会の年間スケジュール

調
査
テ
ー
マ
に
関
す
る
市
へ
の
提
言
の
取
り
ま
と
め

調
査
テ
ー
マ
に
関
す
る
市
へ
の
提
言（
報
告
）

事
業
評
価

　
調
査
テ
ー
マ　

「
日
常
的
に
中
心
市
街
地
へ
人
が
集
ま
る

取
組
み
に
つ
い
て
」

　
名
鉄
知
多
半
田
駅
か
ら
半
田
運
河
周
辺

に
か
け
て
の
中
心
市
街
地
は
、広
い
歩
道

や
公
園
な
ど
の
公
共
空
間
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、民
間
事
業
等
と
の
連
携
が
進
展
す

る
こ
と
で
、か
つ
て
の
賑
わ
い
の
創
出
が
期

待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
末
に「
半
田
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
、知
多
半
田

駅
前
東
ロ
ー
タ
リ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
泉

線
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
化
が
掲
げ
ら
れ
、歩
い

て
楽
し
い
ま
ち
な
か
づ
く
り
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。そ
こ
で
、こ
れ
か
ら
の
公
共
空

間
の
活
用
に
は
、人
が
集
ま
り
た
く
な
る

仕
組
み
や
歩
行
者
に
優
し
い
街
づ
く
り
等

が
必
要
と
考
え
、「
半
田
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
」を
踏
ま
え
な
が
ら
、日
常

的
に
中
心
市
街
地
へ
人
々
が
集
ま
る
取
組

み
に
つ
い
て
、先
進
自
治
体
へ
調
査
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

神
戸
市
の
三
宮
駅
周
辺
で
は
、車
か
ら

人
中
心
の
空
間
に
転
換
し
て
い
く
た
め
、

沿
道
店
舗
に
よ
る
道
路
空
間
を
活
用
し
た

テ
ラ
ス
営
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

灘
駅
で
は
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
車
道
を一方
通

行
化
に
し
、安
全
な
通
行
が
実
現
し
て
い

ま
し
た
。

　

岡
山
市
で
は
、歩
行
者
の
空
間
を
創
出

す
る
た
め
、車
道
を
２
車
線
か
ら
１
車
線

化
に
し
て
い
ま
し
た
。豊
田
市
で
は
、か

つ
て
滞
留
し
づ
ら
い
駅
前
広
場
が
、ス
ト

リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
若
者
が
集
う

活
気
あ
る
場
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

以
上
の
調
査
を
踏
ま
え
、以
下
の
通
り

提
言
し
ま
し
た
。

一、道
路
空
間
の
多
様
な
活
用
が
可
能
な
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
。「
歩
行
者
利
便

増
進
道
路（
通
称
：
ほ
こ
み
ち
）制
度
」

等
の
制
度
を
活
用
し
、歩
道
に
隣
接
す

る
事
業
者
に
よ
る
利
用
や
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
、休
憩
場
所
と
し
て
の
活
用
の

仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

一
、公
園
や
広
場
の
利
用
促
進
の
た
め
、魅

力
的
な
空
間
作
り
を
進
め
る
こ
と
。

ル
ー
ル
を
明
確
に
し
、利
用
者
が
責
任

を
持
っ
て
活
用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な

活
用
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

一、持
続
可
能
な
維
持
管
理
の
た
め
の
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
。市
民
意
識
の
醸

成
を
図
り
、地
域
や
利
用
者
の
協
力
を

得
て
持
続
可
能
な
維
持
管
理
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
。

　

新
し
い
形
の
公
共
空
間
を
創
る
に
は
、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
事
業
の
明
確
化
、実
現

可
能
性
の
整
理
、行
政・事
業
者・住
民・市

民
の
役
割
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、柔
軟
で
魅
力
的
な
空
間
を
創
出

す
る
こ
と
で
、地
域
活
性
化
と
市
民
生
活

の
向
上
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
提
言
が
中
心
市
街
地
に
限
ら
ず
、

必
要
と
さ
れ
る
公
共
空
間
全
体
に
繋
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（要旨）

公
共
空
間
の
有
効
活
用

調
査
特
別
委
員
会

活

動

報

告



会派などの紹介

半田市議会

会派とは…
同じ志や政策を持つ2人以上の議員の
グループのことです。
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代表／伊藤正興
チャレン

ジはんだ

創造み
らい半

田

公明党 つなぐ
未来

　半田市議会基本条例は、「議員は議会活動を行うため、会
派を結成することができる。」と定めています。
　会派は政策を中心とした同一の理念を共有する２人以上
の議員で構成され、市長に対し、政策立案及び政策の提言
をすることができます。
　各会派は、議会運営、政策立案等に関して、積極的に他
の会派と調整を行い、合意形成できるよう努めています。
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９月定例会の日程は９月２日（火）から１０月２日（木）です。

◆本会議の様子はYouTubeでもご覧いただけます。
※詳細な日程は、約一週間前の議会運営委員会で決定します。

ＱＲコードからアクセスいただくか、YouTubeサイトにおいて
「半田市議会」で検索してください。

　市民の皆さんに議会を身近に感じていただけるよう、市議会では「議会広報誌編集委員会」、「議会
ＰＲ委員会」、「議会ＩＣＴ推進委員会」の３つの委員会を設置しており、今後は3つの委員会が連携し、幅
広い世代の人に議会に関心を持ってもらえるような取組みを行っていきます。

☆議会広報誌編集委員会は、市民が議会に興味を持
ち、「はんだ市議会だより」を手に取り、読んでいただ
けるような紙面づくりに取組んでいきます！
☆議会ＰＲ委員会は、取組みの一つとして、高校生など
若い世代が議会に興味を持ってくれるような事業を
企画していきます！
☆議会ＩＣＴ推進委員会は、情報通信技術を活用し、市
民と議会がつながるような仕組みを考えていきます！

３つの委員会は何をするの？

開かれた議会への取組み開かれた議会への取組み

議会本会議
の予定へ

本会議を議場でご覧になりませんか！本会議を議場でご覧になりませんか！

本会議映像
(YouTube)

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

　新年度に入りはや3か月が経過します。半田市議会でも各委員会のメンバーが入れ替わり、今年度
は私がはんだ市議会だよりを担当する議会広報誌編集委員会の委員長を務めさせていただくことに
なりました。
　この市議会だよりは、議会のことをただお伝えするだけでなく、手に取った時に、議会のことを身近
に感じ、市民と議会との懸け橋になる役割があると思います。市民の声を活かしたり、委員の皆さん
と力をあわせたりして、よりよい広報誌になるように頑張ります。(有留)
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